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第 2報 伝搬に関する 2，3の実験































第 1表 1965年度F1久留米落合キュウ リ種子からの CGMMVの検出
種 子 試 料 番 号
実験
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
種皮 粒 子 + 
I 接種 10/10 0/10 0/10 0/9 0/10 0/9 
座 接種 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
粒子 + + 
E 種皮 接種 0/5 0/5 0/4 5/5 0/5 0/5 0/4 0/5 3/4 0/5 0/5 0/5 
匪 播種 0/10 0/10 0/10 0/10 0/9 0/10 0/9 0/9 0/10 0/9 0/10 0/10 
粒子 + + 
E 種皮 接種 0/5 0/5 0/4 0/5 0/4 0/5 0/5 3/5 0/5 5/5 0/5 
















































1 2 3 4 5 
が匪に達したための発病と思
われるものもあったが，傷つ 無傷 直播 0/16 0/57 0/56 1/58 0/58 
けなかった種子で、もほぼ本葉 移植 1/55 1/50 0/57 0/57 
2枚目から発病したものが認 付傷 直播 1/17 1/56 1/53 0/58 
められた.幼首期の移植によ 移植 2/55 1/54 0/56 
り，とくに発病が増加するこ 播種月 日 7.1 7.25 8. 3 9.1 9.20 
とは確認することができなか 移植月 日 8. 1 8. 9 9. 7 9.29 
った.幼首期の発病以後，本
最終調査 月日 8.6 8. 6 8.30 10.3 10.30 















































埋没の深さ 1カ月 2カ月 約 70日
cm 
粒子 接種 粒子 接種 粒子 接種
。 + 5/5 + 1/3 + 0/4 
25 3/5 + 0/3 + 1/3 
50 + 4/5 + 0/3 + 2/4 
耕 起 土 + 5/5 + 0/3 



























第 4表 キュウリ幼酋の根に対する CGMMVの汁液綾種
未発病株感染の有無ホ
実験 私豪 書2L宅2 発病期間 語菌室 悪事晶君d:1 ー + 一 ー
A 19 本葉1枚 7-14日 14 30日 5 。5 。
























子 葉 期 0/27 0/30 
本葉 1枚期 1/30 0/初














(120本)，催芽 (77本〉のいずれのものにも発病が認められなかった. また， 病土への
移植も含めた同様の別の実験で-も，本葉2.，3枚期までの発病はまったく認められなかっ











































10% Teepol， 3 % TSOPに約5秒間浸した後，流水で軽く洗い，キュウリ幼苗の第1本業
表面に指をこすりつけて接種した.石けんの場合は，石けんを用いて流水中でよく手を洗





実験 ライポン T1偶0%戸1 Na3896v 04石けん
病葉搾汁と混合(9:1) 
無処理 水
Na3，% E刊:>， T1-0-% F1 
A 16/16 16/16 12/16 10/16 0/16 0/16 1/16ホ






第 8表 NaaP04および pHが CGMMV粒子の形態と病原性に及ぼす影侮
キュウリ梼汁中の混合割合
混時間合 検定植物 3% NasP04 
分 。% 2.5 5.0 10.0 20.0 
pH 7.2 9.8 11.0 11.5 1. 8 
5 キュ ウ リ 12 12 10 2 
12 12 1 。 。
30 ベチュニア 873 75 4 。 。
CGMMV粒子* 4十 十件 土
N/10 NaOHで調整した掬汁の pH 7.4 9.0 10.0 11. 0 













が見られなかった. 10 % Teepolでの洗練効果は一定せず，表の実験Bでは効果が見られ
たのに反し 実験Aではそれほど効果が認められなかった. 3% TSOPに手指を浸した
り石けん水でよく洗った場合には， 2回の実験とも効果が認められた.病葉搾汁(10倍量




3 % TSOP溶液を病葉の20倍搾汁に種々の割合で混じた場合(第8表). 5分間処理で
は TSOP20 %混合のものにかなりウイルス不活化が見られたが， それ以下ではあまり効
果が認められなかった. しかし， 混合してから30分後にキュウリへ接種した場合には，




ために N/lONaOHで、pHを調整した病葉搾汁中のウイルス粒子を観察したが. pH 11.0 
で粒子の崩療が著しく進行し. pHl1.5では CGMMV粒子をまったく検出できなかっ
た.TSOP 5%混合液の pHが 11.O. 10 %混合液で11.5となり.TSOPによる CGMMV
粒子の崩壊が pHと密接な関連のあることが推測された.
第 2図 NaaP04による CGMMV粒子の崩綾(第8表参照). x30.∞o 
CGMMV病キウュリ葉20倍畳掬汁に混じた3%NaaP04溶液の割合























































































効果が認められたが， 中でも Na3PO，は効果が顕著であった. 病葉の 20倍搾汁に3%
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